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異形管の表示記号及び表示方法 付図，1/34 

三受十字管及び二受Ｔ字管の鋳出し表示方法(ＮＳ形) 【出典：JDPA Z 2004】 

 

呼び径75～250                                呼び径300～450 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

呼び径500・600（参考）              呼び径700～1000（参考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

呼び径 号数 

075・ 100 2号ﾏｰｸ 

150～ 250 3号ﾏｰｸ 

300～ 450 5号ﾏｰｸ 

500・ 600 8号ﾏｰｸ 

700～1000 9号ﾏｰｸ 
 

備考1. 日本ダクタイル異形管工業会の記号及び接合形式は、それぞれの受口の呼び径の号数を適用する。 

備考2. 表示方法は、四受十字管、三受Ｔ字管などにも適用する。 
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異形管の表示記号及び表示方法 付図，2/34 

三受十字管及び二受Ｔ字管の鋳出し表示方法(ＫＦ形･ＵＦ形･Ｋ形･Ｕ形) 【出典：JDPA Z 2004】 

 

呼び径75～600 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

呼び径700～2600 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

呼び径 号数 

0075・0100 05号ﾏｰｸ 

0150～0250 07号ﾏｰｸ 

0300～0600 08号ﾏｰｸ 

0700～1000 09号ﾏｰｸ 

1100～1500 10号ﾏｰｸ 

1600～2600 11号ﾏｰｸ 
 

備考1. 接合形式の表示は、それぞれの受口の呼び径の号数を適用する。 

備考2. 表示方法は、四受十字管、三受Ｔ字管などにも適用する。また、接合形式Ｓ形及びＵＳ形にも 

備考2. 適用する。 

呼び径150～600の管理番号

呼び径75及び100の管理番号
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異形管の表示記号及び表示方法 付図，3/34 

受挿し片落管及び挿し受片落管の鋳出し表示方法(ＮＳ形) 【出典：JDPA Z 2004】 

呼び径100～250 

受挿し片落管 

 

 

 

 

挿し受片落管 

 

 

 

 

 

呼び径300～450 

片側表示（Ｗ＝300mm以上） 

 

 

 

 

 

 

 

両側表示（Ｗ＝200mm以下） 

 

 

 

 

 

 

 

 

呼び径 号数 

075・ 100 2号ﾏｰｸ 

150～ 250 3号ﾏｰｸ 

300～ 450 5号ﾏｰｸ 
 

備考1. 表示記号の号数は、大きい方の呼び径を適用する。 

備考2. 挿し受片落管の場合、受口側から表示してもよい。 

備考3. 日本ダクタイル異形管工業会の記号及び接合形式は、それぞれの受口の呼び径の号数を適用する。 

備考4. 表示方法は、両受片落管などにも適用する。この場合、日本ダクタイル異形管工業会の記号は、 

備考4. 大きい方の呼び径側に表示する。 

ＷＷ

Ｗ

ＷＷ

Ｗ

ＷＷ

Ｗ
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異形管の表示記号及び表示方法 付図，4/34 

受挿し片落管及び挿し受片落管の鋳出し表示方法(ＮＳ形) 【出典：JDPA Z 2004】 

 

呼び径500・600（参考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

呼び径700～1000（参考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

呼び径 号数 

150～ 250 3号ﾏｰｸ 

300～ 450 5号ﾏｰｸ 

500・ 600 8号ﾏｰｸ 

700～1000 9号ﾏｰｸ 
 

備考1. 表示記号の号数は、大きい方の呼び径を適用する。 

備考2. 接合形式の表示は、それぞれの受口の呼び径の号数を適用する。 

備考3. 呼び径500・600の挿し受片落管の場合、受口側から表示してもよい。 

備考4. 表示方法は、両受片落管などにも適用する。 
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異形管の表示記号及び表示方法 付図，5/34 

受挿し片落管及び挿し受片落管の鋳出し表示方法(ＫＦ形･ＵＦ形･Ｋ形･Ｕ形) 【出典：JDPA Z 2004】 

 

呼び径100～600 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

呼び径700～2600 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

呼び径 号数 

0075・0100 05号ﾏｰｸ 

0150～0250 07号ﾏｰｸ 

0300～0600 08号ﾏｰｸ 

0700～1000 09号ﾏｰｸ 

1100～1500 10号ﾏｰｸ 

1600～2600 11号ﾏｰｸ 
 

備考1. 表示記号の号数は、大きい方の呼び径を適用する。 

備考2. 接合形式の表示は、それぞれの受口の呼び径の号数を適用する。 

備考3. 呼び径100～600の挿し受片落管の場合、受口側から表示してもよい。 

備考4. 表示方法は、両受片落管などにも適用する。また、接合形式Ｓ形、ＵＳ形及びＬＵＦ形にも適用する。 
 

呼び径100の管理番号

呼び径150～600の管理番号

呼び径2600の場合を示す

呼び径100の管理番号

呼び径150～600の管理番号

呼び径2600の場合を示す

呼び径100の管理番号

呼び径150～600の管理番号

呼び径2600の場合を示す


